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はじめに 

去る 3 月 20 日，年度末のしかも卒業式当日という，何かと

晴れがましい活気が漂う中，最終講義という大それた企画を設

定していただき，まことに有難うございました。一か月前にお

話をいただき，折に触れて，どのようなことを申し上げようか

と思いつつ，その日を迎えましたが，大学を卒業して以来の越

し方を省みるよい機会になったように思います。 
大学を卒業し，大学院に進学するという時に，研究の道に入ろ

うということを私なりに胸に抱きました。その時から今日につな

がる道程を，まったくの駆け足ですがお話ししましたので，その

あらましを以下述べさせていただきます。 
 
1.出発の出発（三つの道程） 

1-1 家政学とは何ぞや！―家政学原論研究会発足 

家政学部被服学科の内容は魅力的だった。しかしその内容に

正面から取り組む教官はほとんどいない。高分子化学や繊維物

理学，色彩学，等々。そのことについて疑問を持つ学生もあり，

当時，開設間もない大学院の先輩たちの中で，「家政学とは何

ぞや」について議論する研究会を発足し，学外の研究者にも声

をかけて読書会や雑誌会を始めていた。遠くから眺めていたが，

大学院に進学し，その動きを引継ぐことになり，さらに学外に

連携した組織が立ち上がった。 
当時，ドメス出版の支店が大阪市の中之島にあり，討論の場

を提供してくれた。ドメス出版は，現在も生活研究に関する出

版を精力的に推進している出版社だ。この関西家政学原論研究

会には，奈良女子高等師範学校時代にすでに，こうした問題意

識をもって，『家政学原論』をいち早く上梓しておられた，黒

川喜太郎先生が毎回出席され，先生には，その後亡くなられる

まで私淑することになった。また当時，日本女子大学々長であ

った大橋広先生も一日来阪され，ドメス出版の狭い椅子に挟ま

って，日本における家政学のメッカの香りに触れたりもした。 
ついでながら，大橋先生に次ぐ（記憶違いがなければ）日本

女子大の学長は氏家寿子先生で，この方も家政学原論学者であ

った。氏家先生は，後に最初の勤務先・金蘭短期大学に数年に

わたって集中講義にきていただき，家政学会・家政学原論研究

部会でもしばしばお目にかかった。 
 
 

1-2 文化史への期待と憧れ―生活の中の価値意識 への目覚め 

文化史へのあこがれは入学当初からあった。一方，科学的に

考える重要性を，たとえば衣服製作の実習（教員養成のために

伝統的におかれていた科目）の中で，作り方そのものではなく，

なぜその形態にするのか，なぜその技法を用いるか，何故その

素材を選ぶのか等を科学的に考える方法について，徹底して論

究していたのが新鮮だった。またわかりやすかった。時代的に

も 1960 年代後半というのは，科学と技術が科学・技術ではな

く科学技術というテクノロジーとして注目された時代で，私の

本棚にも武谷三男・星野芳郎といった技術史分野の著書が並ん

でおり，そういった言論活動に感化された時代だった。 
同時に，京都市立芸術大学彫刻科の野崎一良先生による「造

形論」「デッサン」という授業があった。後に『美術解剖学』

（西田正秋著）という本をお借りして，衣服の造形性に目を開

かされた。野崎先生は，大学院で文化史に方向転換して四苦八

苦している私を，京都大学人文科学研究所の吉田光邦先生に引

き合わせてくださった。 
 

1-3  科学する面白さに遭遇 

卒業論文は，とりあえず明快に思えた被服材料の力学的特性

に関する研究に取りくんだ。のちに，風合い研究の世界的な第

一人者となった丹羽雅子先生，それと加地芳子さんという原論

研究会を立ち上げた先輩の居る研究室だった。加地芳子さんは，

京都教育大学で定年を迎えた方だが，附属高校々長も兼任され，

消費者教育の面で，文科省や他の審議会にも専門委員として活

躍された方である。ともかく脇目も振らず研究に没頭するとい

う雰囲気の研究室に遭遇し，生活を実存的に研究することに対

する志が固まった時期であった。こういった方々の事に触れる

のは，行先がなかなか定まらない私の研究生活でも，その道程

の節目々々で，すぐれた良き先達との出会いがあり，大きな支

援を受けたということを改めて思うからである。それは公的な

ものに留まらず，私的な学恩とでも言ってよいものも含め，研

究生活は卒業論文の所属研究室から始まった。 
『（関西）家政学原論研究会』では，「家政学とは何ぞや」に

ついて，対象論・方法論・体系論・キー概念等々を議論した。

その成果として，執筆分担した以下の刊行物がある。 
・長島俊一編『家政知を考える』執筆分担，昭和堂，1988 
・宮下美智子編『家政学のキー概念』執筆分担，大阪教育大
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